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■［対談］パワハラ・アカハラをどう防ぐ？（北
仲千里，山崎由花）� 1 ― 2 面

■［寄稿］FAQ　腰痛の鑑別と理学療法（荒
木秀明）� 3 面
■［インタビュー］急性期医療の新たな形態，
Home�Hospital（大内啓，佐々木淳）/［連載］
逆輸出された漢字医学用語� 4 ― 5 面

■MEDICAL�LIBRARY� 6 ― 7 面

（2面につづく）

領域によって共有されてきた 
「正しいこと」の価値観は異なる

山崎　私は医学部を卒業し，臨床研修を
経て内科の医局で働いた経験もあり，
そうした中で医師の働く環境の過酷さ
を感じ，改善する手立てを探すべく，
研究を続けてきました。2021年には
より良い学習環境，研究環境を構築す
るため「理系アカデミアのパワハラ・
アカハラ尺度の開発」というテーマで
科研費を獲得し，研究を進めています。
北仲先生の著書や論文は，私自身の研
究でも非常に参考にさせていただいて
おり，本日を楽しみにしておりました。
北仲　本日はお声掛けいただき，あり
がとうございます。私はもともとジェ
ンダー論に関する研究をしてきた社会
学者です。大学院生であった 1997年
頃から被害者支援の活動に注力するよ
うになり，不適切な性的言動に絡むセ
クシュアル・ハラスメント（以下，セ
クハラ）や，ドメスティック・バイオ
レンスなど，女性が被害に遭いやすい
問題の研究に携わってきました。2007
年に縁あって，日本で初めてハラスメ
ント相談室に専従のポストを用意した
広島大学へ，2人目のスタッフとして
着任し，現在に至っています。
山崎　広島大学のハラスメント相談員
として勤務し始めて気付いたことを伺

いたいです。
北仲　本学では，理系研究者の割合が
高く，文系の私たち相談員は，理系の
研究室の相談にも対応する必要に迫ら
れました。必然的に男性の学生や教職
員からの相談をたくさん受けるように
なり，セクハラ相談だけでなく，アカ
ハラやパワハラの相談を聞くことにな
りました。私にとっては未知の世界で
したね。
山崎　今まであまり対応されてこなか
ったそうした事案にどう向き合ったの
でしょう。
北仲　対応する中で，理系と文系では
研究スタイルや研究業績の在り方な
ど，「常識」がかなり異なることがわ
かりました。理系領域の方々がどのよ
うな研究活動をしているのか，そして
何を大事にされているのかを知らない
と相談に対応できないと考え，研究ス
タイルや研究組織の分析，また起こり
得るハラスメント事案について研究を
始め，全国の理系研究者を対象とした
調査を行いました。すると，ある学部
では日常風景でも，別の学部ではあり
得ないとされる事柄も多々あり，日々
驚かされるのと同時に，社会学者の 1
人として，こうした研究文化（サブカ
ルチャー）の差を研究することに興味
を持ちました。
　他大学のハラスメント相談の担当者
も口をそろえて言うのは，工学系の研

　医学部においてハラスメントに関連したトラブルは後を絶たない。その理由
を医局講座制による権威構造に求める声も多いが，広島大学でハラスメント事
案に長年対応してきた社会学者の北仲千里氏は，より根源的な部分に問題があ
ると分析する。理系アカデミアのパワー・ハラスメント（以下，パワハラ），
アカデミック・ハラスメント（以下，アカハラ）について研究を行う東京医科
大学の山崎由花氏との対話から，医学部におけるハラスメントの構造を考える。

パワハラ・アカハラをどう防ぐ？

北仲 千里氏
広島大学ハラスメント相談室�准教授

山崎 由花氏
東京医科大学医学教育学分野�准教授

対
談

究者が最も柔軟に対応してくれるとい
うことです。
山崎　一般企業の方と連携して研究開
発などを行う機会が，他学部に比較す
ると多いからだと考えます。
北仲　その通りです。工学系の研究者
の中には一般企業での就労経験がある
方も多く，組織マネジメントに造詣が
深かったり，ヒヤリハットの事案に対
しても問題の重要性をしっかり認識さ
れていたりします。ハラスメントに関
する研修の機会を設けた時は「念のた
めに知っておこう」という前向きな気
持ちで聞いてくださりましたね。結局，
学生時代から脈々と受け継がれてきた
ヒストリーが各領域で異なっており，共
有されてきた「正しいこと」の価値観が
違うのです。それゆえ，領域ごとにハ
ラスメントが起こる背景が異なります。

ハラスメントが起こる理由は 
医局講座制の存在だけではない

山崎　医学部におけるハラスメント事
案は，教授に権力が集中しやすい医局
講座制の存在に起因しているとの指摘
があります。一方で，医局講座制と同
様に，研究室に 1人の教授，複数の教
員，そして複数の学生が所属するシス
テムである小講座制を採用している学
部（研究科）は他にもあります。一見，
両者は似た組織に見えますが，これまで
の相談事例に鑑みて，医局講座制の特
殊性はどこにあるとお考えでしょうか。
北仲　臨床・研究・教育・地域での人
材配置の全ての権限が教授に集中して
いる点です。医局が弱体化しつつある
との声も聞きますが，それでも工学系
や理学系，文系学部などの教授が有す

る力よりも強い，異質な権限を持って
いると言えます。
山崎　他学部の小講座制でも知識的に
は教授する側とされる側に分かれるこ
とから，権力関係が多分に生じそうな
印象を受けています。
北仲　教授が厳しすぎて深夜まで研究
を行わせていたり，オーサーシップの
問題だったりは，医学部に限らずどの
領域でも起こり得ます。けれども，研
究以外の面まで掌握してしまうような
体制は医局講座制の特殊性と言わざる
を得ません。
　ただし，医局講座制の存在だけを，
医学部でハラスメントが起こりやすい
理由として挙げてよいのかには疑問が
残ります。私は医学部特有の文化・価
値観そのものが，ハラスメントが起こ
りやすい最大の理由なのではないかと
考えています。
山崎　価値観と言えば，心理特性の面
で，医学部の構成員は競争意識が強い
ことや，昇進へのモチベーションが高
いことが，現在私たちのグループで進
めている研究から考えられましたが，
医学部は社会学者の先生からはどのよ
うに見えるのですか？
北仲　社会学的に見れば，医学部に在
籍している方は日本社会の中でもかな
り特殊な層です。親も祖父母も医師と
いうように，親子 3代で階層の再生産を
している家庭の割合が高いと思います。
また，これまでの経験を踏まえると，他
領域と比較して，折り合いをつけて謝罪
をしたり，クレーム対応をしたりという
ことが苦手な方が多く，問題がこじれて
しまう場合もしばしば見受けられまし
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●きたなか・ちさと氏
1998年名大大学院文学
研究科博士後期課程修
了。2007年より現職。
専門は社会学，特にジェン
ダー論。大学院時代から
「キャンパス・セクシュア
ル・ハラスメント全国ネット
ワーク」設立に携わり，現
在ではNPO法人「全国女性シェルターネット」
共同代表，NPO法人「性暴力被害者サポー
トひろしま」代表理事を務める。内閣府男女共
同参画会議専門調査会委員。著書に『アカ
デミック・ハラスメントの解決』（寿郎社）など。
●やまざき・ゆか氏
2002年順大医学部卒。
臨床研修修了後，医師の
勤務環境の過酷さに問題
を感じ，進学した順大大学
院医学研究科博士課程に
て，07年より女性医師の
働き方の調査を始める。
13年に米ハワイ大マノア
校へ留学。15年に公衆衛生学修士号を取得
して帰国する。16年より現職。22年には蘭マー
ストリヒト大の医療者教育学修士課程を修了し
た。21年に科研費（基盤研究 B）を取得し「理
系アカデミアのパワハラ・アカハラ尺度の開
発」について研究を行う。

（1面よりつづく）

●参考文献・URL
●北仲千里．アカデミック・ハラスメントの
世界と研究倫理――とくに理系の場合．労働
者の権利．2017；318：69︲75．
●北仲千里，他．科学論文における「不適切
なオーサーシップ」調査に関する比較研究．
東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要．
2016；2：75︲86．

●Yukawa Y, et al. Authorship Practices in 
Multi︲Authored Papers in the Natural Scienc-
es at Japanese Universities. IJJS. 2014；23
（1）：80︲91．
●アカデミック・ハラスメントの構造――指
導？　ハラスメント？．教育心理学年報．
2022；61：304︲13．

●北仲千里，他．アカデミック・ハラスメン
トの解決――大学の常識を問い直す．寿郎
社；2017．

た。加えて，医学部でハラスメント被
害を受ける側には，上司などが良いよ
うに手筈を整えてくれるだろう，悪い
ようにはされないだろうという考えを
持つ傾向があるように感じています。
山崎　確かに，自身の身を守るための
法制度に疎い方や，理不尽な扱いを受
けたとしてもそれを当たり前のことと
鵜呑みにしてしまう人を度々見てきま
した。卒前教育の一般教養で法律を勉
強する機会は医学部でもありますが，
医師になるための勉強がメインになっ
てしまい，一般教養の科目はおざなり
になってしまう方が多いのでしょう。
その結果，医学以外のことに無知・無
関心になるのかもしれません。
北仲　「そんなことやってはならない」
という当たり前のことが認識されてお
らず，医学部だけで行われている慣行
も多々見受けられます。もちろん，こ
れは医局講座制を含め複雑なシステム
の上で長年成り立ってきた医学部の事
情が背景にあることは理解しています
が，何らかの変化が必要なのでしょう。

ハラスメントを早期発見する
ための工夫とは

北仲　では，そうした中でハラスメン

トをどう防いでいくか。ハラスメント
は，個々人のキャラクターに依存する
というよりは，皆が従って当たり前と
いう文化の中に，異分子とも言える存
在がいると起こりやすくなります。男
性が多い研究室の中にいる女性，他大
学・他分野から進学してきた大学院
生，留学生などはその典型です。
山崎　ダイバーシティインクルージョ
ンの観点から，性別，国籍，障害等に
よって労働者が差別を受けない組織づ
くりが進んでいますが，それでも異分
子を排除するベクトルが働くのですね。
北仲　ええ。そうした方々は相談でき
る人もおらず，それが普通なのか否か
の判断基準を持ちにくい。特に留学生
であれば，「これが日本の文化なのか」
と全く異様な一研究室でのやり方を一
般的だと勘違いして悩んでしまうこと
も多いです。他者とつながっていれば，
「あの先生の言うことは話半分に聞いて
おけばいい」「あれはおかしいよね」と
参考になる情報を得て対処することも
できますが，つながりが弱い方は打開策
を持てず，思い詰めてしまいがちです。
山崎　ですが，思い詰めてしまった人
自身が打ち明けてくれないと，ハラス
メントの存在すら気付けずに時間が経
過してしまうこともあるはずです。
北仲　その通り。友人がハラスメント
相談室に連れてくるケースや，何かの
きっかけでたまたま発見されるケース
が多いです。「もっと早く言ってくれ
ればよかったのに」ということがよく
あります。
山崎　私は先日，所属大学の教員を対
象に FD（Faculty Development）を行い，
具体的事例をグループで分析すること
で，ハラスメントへの関心を促す試み
を行いました。広島大学では，ハラス
メントを早期に発見，あるいは未然に
防ぐためにどのような取り組みをされ
ていますか？
北仲　当相談室でお願いしているの
は，「博士号を取得するには Aや Bの
行程があり，ここまで到達しなければ
なりません」など，シラバスやメール
等で予めルールを詳細に明文化し共有
してもらうことです。こうしておくと
評価される側（例えば学生）は到達度
を自分自身で確認できるため，置かれ
ている状況に納得してくれます。結果
として問題がこじれるケースが少なく
なり，加害者になり得る側の人たちに
とっても，いわれのないハラスメント
で訴えられることが防げます。

増加するネグレクトや講義に関連したハラスメント事案
北仲　他方，最近深刻な問題として挙
げられるのがネグレクトです。「教授，
論文が書けました。内容に目を通して
もらえませんか？」とお願いしたもの
の，何か月も確認してくれないという
ケースを目にしたり，耳にしたりする
人も多いのではないでしょうか。忙し
くて対応を後回しにすることはどの学
部でも起こっているのですが，医学部
の場合は，問題が起こりやすい土壌が
あるように思います。
山崎　多くの医師にとって，臨床業務
の緊急度が高く，どうしても優先順位
が高くなります。よって，教育は後回
しにされる傾向があります。
北仲　あとは，上手に講義・指導をす
るためのトレーニングを受けていない
方が多い。おそらく全国の大学で「あ
の講義，びっくりするくらい面白くな
いんです」「先生がスライドを一瞬し
か見せてくれず，レジュメもない中で
レポートをどう書けばいいのか」とい
うような学生の困惑があります。最近
では教員の講義能力を把握するため
に，採用時に模擬授業を求める大学も
出てきましたが，医学部の場合は研究
実績や臨床能力が評価されて採用され
ることが多いために，教育の質は二の
次です。
山崎　実際，医学部教員に対して教育
に関する FDを実施しても，参加者は
少ない傾向にあります。医学部では教
育活動があまり評価されないことも一
因でしょう。また一方で，講義の質が
低いことに憤慨する学生の気持ちもわ
かります。私が米ハワイ大学に留学し
ていた際，質の低さに抗議している学
生がいましたね。
　ネグレクトや講義に関する相談例は
最近増えているのでしょうか。
北仲　恐らく時代の変化もあるはずで
す。ハラスメントの問題がメディアで
取り上げられる機会が増えたことで，
「こういうこともハラスメントになる
のか」と世間の認識が変わってきまし
た。また，多くの大学が講義評価アン
ケートを導入してきており，講義の質
についてモニターされる状況になって
います。ハラスメント問題に対応して
いくには，「今どきはこれアウトだよ
ね」という認識を持った方をいかに増
やせるかが鍵です。特に権力を持ちや
すいトップに近い人たちの中での認識
の共有が必要でしょう。そうした共通
意識があれば段々と自浄作用が働きま
す。
山崎　同感です。ハラスメントに当た
る行為を周囲の人間が見聞きした時に
それを黙認しないなど，行為者がハラ
スメントを起こしにくい環境をつくっ
ていくことが重要です。
北仲　医学部に限った文脈で言えば，
今までの経験上，「黒船」とも呼べる
ような外圧による変化がハラスメント
防止の意識を醸成するためには必要だ
と考えています。一般社会では認めら

れていなかったにもかかわらず，慣習
として今まで行われてきた事柄に対し
て処分者が出るなど，身に迫った危機
感として意識されるようになって初め
て変わっていくのでしょう。その具体
例の一つが，2020年 6月に施行され
た改正労働施策総合推進法（いわゆる，
パワハラ防止法）の存在です。「法律
ができたから守ってください」と，根
拠づけて訴えていくことが肝要です。
あるいは他大学での懲戒処分や訴訟事
例を共有していくことも意義が高いと
言えます。そうすると，どこまでがセー
フで，どこからがアウトなのかと知ろ
うとしてくれる方が増えてきますの
で，危機感を共有する良いきっかけに
なるはずです。

＊
北仲　現在の研究の関心事は，日本の
医学部は世界標準と比較してどうなの
かという点です。オーサーシップの話
題で言えば，若い人ほど世界標準を知
っていて，研究にかかわっていない上
司を著者に加える（ギフト・オーサー）
ことに反対する例も増えてきていま
す。こうした研究環境の変化は興味深
いですし，独特とも言える日本の権力
構造と世界標準との板挟みになってい
る若手は医学部に多いのではないかと
推察しています。最近では国をまたい
だ研究も増えていますので，日本の伝
統的な体制が世界から見たときに異質
に映る機会も増えてくるはずです。そ
うしたところから権威構造が切り崩さ
れてくるのだろうなと感じています。
山崎　医師の立場からは，医学部のハ
ラスメントの根源的な問題として，行
為者のパーソナリティ特性と医局制度
をはじめとする要因が重要と考え研究
しています。成果は，FD等のハラス
メント予防教育や組織マネジメントに
も活用できます。多文化社会において，
ソーシャルジャスティスの視点から
も，さまざまな背景，境遇の人が，権
力を背景とした脅威におびえることな
く，公平に臨床活動，研究活動，教育
活動ができる環境を整えたいです。そ
のための基礎研究に一層取り組んでい
きます。 （了）
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